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1. 暗黒褐色土

　 ( 直径 2㎝程度の黄茶褐色土ブロック含む )

4.8m

0 50 ㎝

081SX009（第 194 図）

  調査区中央南側において確認したピット状の遺構である。方形基調

の平面プランを呈し、0.54m × 0.62m、深さ 0.06m を測る。黄茶褐

色土ブロックを含む暗黒褐色土を埋土にもつ。

出土遺物（第 196 図）

　001は埋土中から出土した肥前

系の磁器碗の口縁部片である。い

わゆるくらわんか手と呼ばれる資

料である。18 世紀中頃の所産に

なるものである。

081SX013（第 195 図）

　081SX016 内の下部整地層（081SX015）の上面から

切り込まれた溝状の遺構である。調査区の北東部の上部

整地層 (081SX014) 直下において検出した。検出面での

幅 0.75m、現存深度 0.5m を測る。調査区内でＴ字状を

なしており、西側に延びる部分は 081SX016 内で終息

する。堆積埋土はふたつに分層することができる。上部

層は暗灰色シルト質土、下部層は粘性が非常に強い暗
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出土遺物（第 196 図）

　001は肥前系の筒型碗の口縁部であ

る。器表面には灰釉がかけられてい

る。002は内面に四方襷文を施文する

筒型碗の口縁部資料である。肥前陶

磁器区分のⅣ期に相当する。003は内

面に四方襷文、外面に菊花文を施文す

る筒型碗である。諸特徴から 18 世紀

第 194 図　SX009 平面・土層断面実測図　（1/20）

第 195 図　SX013 平面・断面実測図　（1/40）
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第 193 図　SX004 平面・
断面実測図　（1/40）

灰色粘質土である。第 188 図の土層

断面図で明らかなように溝の肩部に

は不整合面が認められ、下部整地層

(081SX015) との境部分には板等の土

留めが存在していた可能性がある。

　堆積埋土の状況から滞水していたこ

とが知られ、排水等に供されていたも

のであろうか。




